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リニア・鉄道館　～夢と想い出のミュージアム～

リニア・鉄道館は平成 23 年 3 月に名古屋市港区にオープンしました。東海道新幹線を中心に、
在来線から超電導リニアまで 39 両の実物車両の展示を通じて、「高速鉄道技術の進歩」を紹介す
る鉄道のミュージアムです。
　東海道新幹線沿線などの代表的な建物や情景を精緻に再現した鉄道ジオラマや、各種シミュレ
ータ、超電導リニア展示室などがあり、鉄道が社会に与えた影響や鉄道のしくみなどを実物や模
型を使って体験しながら大人から子どもまで楽しく学ぶことができます。
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愛知県博物館協会　平成 27 年度総会のご報告

　愛知県博物館協会の平成 27年度総会が 6月26日、愛知県陶磁美術館において、参加館 55
館 85 名の出席のもと盛大に開催された。当日の総会概要は以下のとおりである。

１．開会
２．会長あいさつ

３．協会表彰
村田　眞宏様（功労賞）　愛知県美術館　
家田　健吾様（功労賞）　豊橋市地下資源館　
荒井　信貴様（功労賞）　岡崎市美術博物館　　
森　　達也様（功労賞）　愛知県陶磁美術館

４．議事
議長（会長）

下畑昌史氏（愛知県陶磁美術館館長）

村田眞宏氏

総会会場風景

荒井信貴氏
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議題１　平成 26年度事業報告および決算報告について
１　研修会の実施
（１）愛知県博物館等職員研修会

「地域と結びついた博物館活動　～地域に必要とされる館になるために」
日　時　平成 26 年 10月17日（金）　午後 2 時～
会　場　愛知県陶磁美術館
参加者　60 名

・講演「地域連携による東日本大震災被災博物館資料の救援活動と今後の課題
　　　　―岩手県立博物館の取り組みを中心に―」

講師：岩手県立博物館　学芸第一課長　赤沼秀男氏　
・事例発表「見晴台遺跡―市民と共に進める発掘調査」

講師：名古屋市博物館　学芸課　村木　誠氏
・事例発表「ミュージアムと地域との関わりについて」

講師：INAXライブミュージアム　館長　住宮和夫氏
	
（２）部門別研修会

○教育普及部門「博物館における学びのデザイン」
日　時　平成 27年 2月10日（火）
会　場　愛知県美術館
参加者　44 名

・講演「博物館におけるコミュニケーションとツール」
講師　佐藤優香氏（東京大学大学院情報学科特任教授）

・ワークショップ「屏風に物語をつくりだす鑑賞プログラム
　　　　　　　　　　―洛中洛外図屏風と江戸図屏風を題材に―」

講師　佐藤優香氏（東京大学大学院情報学科特任教授）

○保存・修復部門「文書資料の修復を学ぶ」
日　時　平成 27年 2月20日（金）
会　場　知立市歴史民俗資料館　視聴覚室
参加者　65 名

・「文化財の修復について」
講師　平田正和氏（工房レストア　代表取締役社長）

・和綴じ本作成、文書資料の修復体験
指導　平田正和氏（工房レストア　代表取締役社長）
補助　西尾市岩瀬文庫ボランティア



− 4−

２　表彰
　　愛知県博物館協会表彰規程に基づく表彰（表彰者4名）

３　印刷物の作成・配布
「おでかけガイド」　年2回発行（秋・春）

４　協会報編集
　　協会報をWEB公開（PDF版）	 年 2 回発行（No100.101）

５　ホームページの運営

６　その他
（１）平成 26 年度（2014）東海地区博物館連絡協議会及び日本博物館協会東海支部総会

日　時　平成 26 年 7月30日
会　場　山梨県立博物館
参加者　43 名（うち当協会からの参加者 7名）
講演「小学生向け古文書解読講座	開発と実践」　
講師　高橋　修　氏（東京女子大学現代教養学部国際社会学科准教授）

（２）東海三県博物館協会研究交流会
「地域と結びついた博物館活動　～地域に必要とされる館になるために」

日　時　平成 26 年 10月17日（金）　午前 10 時～
会　場　愛知県陶磁美術館
参加者　60 名

・愛知県の事例発表「地域の支えられた博物館活動」
演者：新城市設楽原歴史資料館　学芸員　湯浅大司氏

・三重県の事例発表「みえむ（三重県総合博物館）の展示製作と地域と結びついた活動
～松阪市朝見地区の事例から～」

演者：三重県総合博物館　主査（学芸員）北村淳一氏
・岐阜県の事例発表「地域と結びついた博物館活動」

演者：古今伝授の里フィールドミュージアム　所長　金子徳彦氏

７　その他会議等
（１）理事会及び総会、記念講演会

日　時　平成 26 年 6月25日（水）　		　　
会　場　愛知県陶磁美術館

・講演「「等身大の科学」と博物館活動−「森の学校」キョロロの試み−」
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講師　池内　了　氏（名古屋大学名誉教授）

（２）実行委員会（8回開催）
平成 26 年 4月22日（火）　会場　愛知県陶磁美術館
　平成 26 年度事業計画と役割分担　ほか
平成 26 年 5月21日（水）　会場　愛知県陶磁美術館
　平成 26 年度事業計画案検討　理事会・総会の日程内容及び会場計画　ほか
平成 26 年 6月25日（水）　会場　愛知県陶磁美術館
　平成 26 年度　理事会・総会
平成 26 年 7月17日（木）　会場　愛知県陶磁美術館
　東海三県博物館協会研究交流会、職員研修会について　ほか
平成 26 年 9月11日（木）　会場　愛知県陶磁美術館
　東海三県博物館協会研究交流会、職員研修会について　ほか
平成 26 年 11月14日（金）　会場　愛知県陶磁美術館
　部門別研修について　ほか
平成 27年１月23日（金）　会場　熱田神宮宝物館
　おでかけガイド春･夏号と協会報について　ほか　
平成 27年 3月10日（水）　会場　徳川美術館
　26 年度の事業総括　ほか

議題２　平成２７年度事業計画（案）および予算（案）について
1　事　業
（１）記念講演会

開催日　平成 27年 6月26日（金）
講演会　「千葉県博物館協会における博物館資料救済システムについて」
講　師　髙梨俊夫	氏（千葉県立中央博物館　企画調整課長）

（２）職員研修会
企画展などの見学会を実施。（内容については実行委員会で企画）
期　日　10月頃
会　場　未定

（３）部門別研修会
尾張地域と三河地域で実施する。（内容については実行委員会で企画）
尾張地区　平成 27年 12月に実施予定
三河地区　平成 28 年冬に実施予定　
※調査・研究、教育・普及、保存・修復　3部門の内 2部門を実施する



− 6−

（４）表彰
愛知県博物館協会表彰規程に基づき、表彰を行う。（該当者4名）

（５）印刷物の編集・発行
・協会報「愛知の博物館」2回　電子媒体発行	
　（担当　秋期：昭和美術館　春期：豊橋市自然史博物館）
・「おでかけガイド」2回発行
　（担当　秋期：博物館明治村　春期：武豊町歴史民俗資料館）

（６）ホームページ運営　（担当　名古屋市科学館、でんきの科学館）
・従前の運営より拡充し、会員向け実行委員会議事録など報告
・会の事業、ニュースの活用

　　
（７）災害発生時の対応

「災害発生時における支援活動実施要領確定版」の実施

（８）その他
・平成 27年（2015）度東海地区博物館連絡協議会及び日本博物館協会東海支部
総会（当番　神奈川県）　
開催日　7月2日（木）3日（金）
会　場　新江ノ島水族館

・平成 27（2015）年度東海三県博物館協会研究交流会（当番　岐阜県）
開催日　10月10日（土）
会　場　美濃和紙の里会館

２　会　議
（1）	総　　　会　　平成 27年 6月26日（金）　愛知県陶磁美術館
（2）理　事　会　　平成 27年 6月26日（金）　愛知県陶磁美術館
（3）実行委員会　　随時　年間 8回程度

議題３　災害発生時における支援活動実施要領確定版について
以上の事業計画に基づく予算案を愛知県博物館協会事務局より提示、異議なく承認された。

　また、総会終了後、千葉県立中央博物館　企画調整課長の髙梨俊夫（たかなし　としお）氏
を講師に「千葉県博物館協会における博物館資料救済システムについて」と題した講演会を開
催した。当協会では、今年度の総会において「災害発生時における支援活動実施要領確定版」
の承認を得たが、髙梨氏の講演は、千葉県博物館協会内における地域のブロック分け、博物
館資料救済活動のフロー、日々の連絡体制作りなど実践に基づいた内容であり、当協会におけ
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る今後の取り組みにおいて非常に参考になるもので
あった。
　情報交換会は、愛知県陶磁美術館レストランとう
じにて開催した。

　役員、実行委員の一部が下記のとおり交替した。
引き続き、会員各位のご協力のほど、よろしくお願
いいたします。

2015（平成 27）年度　愛知県博物館協会役員

	役職名 館　（園）　名	 代表者名	 備	考			

理　事 愛知県陶磁美術館 館　長			下畑　昌史 会　長

〃	 トヨタ博物館 館　長　	布垣		直昭　 副会長

〃	 愛知県美術館 館　長　	島　敦彦 　

〃	 熱田神宮宝物館 館　長　	千秋　季瀨 　

〃	 愛西市佐織歴史民俗資料室 館　長　	服部　大三 　

〃	 一宮市博物館 館　長	　吉川　宏之 　

〃	 武豊町歴史民俗資料館 館　長　	伊藤　誠一郎 　

〃	 岡崎市美術博物館 館　長　	榊原	　悟 　

〃	 昭和美術館 館　長　	栁澤		幸輝 　

〃	 新城市鳳来寺山	
										自然科学博物館 館　長　	加藤		貞亨 　

〃	 でんきの科学館 館　長　	石田　芳樹 　

〃	 豊田市郷土資料館 館　長　	森　泰通 　

〃	 豊橋市自然史博物館 館　長　	松岡　敬二 　

〃	 名古屋市科学館 館　長　	纐纈　満 　

〃	 博物館明治村 館　長　中川　武 　

監　事 徳川美術館 館　長　	徳川		義崇 　

〃	 名古屋市博物館 館　長　	伊藤	　彰　　 　

髙梨俊夫氏（千葉県立中央博物館　企画調整課長）
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2015（平成 27）年度　愛知県博物館協会実行委員

館　（園）　名	 委員氏名			 備　　　　　考

愛知県陶磁美術館 大長　智広 ( 会長館 )　

トヨタ博物館 藤井　麻希 ( 副会長館 )

愛知県美術館 小野寺　奈津 （会員館 )　	

熱田神宮宝物館 内田　雅之 (　〃　)

愛西市佐織歴史民俗資料室 石田　泰弘 (　〃　)

一宮市博物館 成河　端子 (　〃　)

武豊町歴史民俗資料館 伊藤　誠一郎 (　〃　)　	

岡崎市美術博物館 湯谷　翔悟 (　〃　)

昭和美術館 塚原　薫 (　〃　)　	

新城市設楽原歴史資料館 湯浅　大司 (　〃　)　

でんきの科学館 中本　昌子 (　〃　)　

豊田市郷土資料館 伊藤		圭一 (　〃　)　

豊橋市自然史博物館 西　　浩孝 (　〃　)　

博物館明治村 中西　夏海 (　〃　)

名古屋市科学館 鈴木　雅夫 (　〃　)　

名古屋市博物館 武藤		真 (　〃　)　

徳川美術館 薄田　大輔 (　〃　)　	

愛知県博物館協会事務局

　事　務　局　長 神崎　かず子 愛知県陶磁美術館副館長

　事　　務　　局 中野　浩二 同上総務課　課長補佐

　　　　〃 山本　哲也 同上総務課　主事

　　　　〃 佐藤　一信 同上学務課　学芸課長

　　　　〃 大長　智広 同上学務課　学芸員
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平成 27 年度東海地区博物館連絡協議会・日本博物館協会東海支部総会のご報告

　東海地区博物館連絡協議会・日本博物館協会東
海支部の平成 27 年度総会が 7 月 2 日（木）、新江
ノ島水族館なぎさの体験学習館において盛大に開
催された。当日の総会概要は以下のとおりである。

参加者内訳：日本博物館協会 1名、神奈川県 14館
36名、岐阜県 6館 8名、静岡県 8館 8
名、愛知県8館 9名、山梨県1館 1名
計 63名

議題１．平成 27 年度理事及び監事の選任について
議題２．平成 26 年度事業報告及び決算報告について
議題３．平成 27 年度事業計画及び予算案について
議題４．平成 28 年度開催県について
議題５．その他　日本博物館協会の主要事業について
上記議題は了承された。平成 28 年度の開催県は岐阜県である。

　総会終了後、日本大学　生物資源科学部　教授　塚本勝巳（つかもと　かつみ）氏による講演
会「うなぎの博物誌について」が行われた。いまだに不明な点が多いうなぎの生態についての長
年の研究と自身の経験をもとにした、この研究分野における第一人者ならではの充実した内容で
あった。特に、うなぎと人間とが古くからかかわってきたという事実をふまえて、うなぎという
鏡に映して様々な人間の歴史や文化を語ることの可能性について触れられたのは、専門的研究を
社会にどのように還元していくのかという点で博物館活動について再考するきっかけとなった。

総会会場の様子

塚本 勝巳氏（日本大学生物資源科学部 教授）
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表紙館のご紹介
　

■リニア・鉄道館　～夢と想い出のミュージアム～

【開館時間】
10:00 ～17:30
（最終入館は閉館 30 分前まで）

【休館日】
毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、
12月28日～1月1日

【入館料】
大人 1,000 円（800 円）　小中高生 500 円（400 円）　
幼児（3歳以上未就学児）200 円（100 円）
※（　）は 20 名様以上の団体料金
※障害者手帳をお持ちのお客様
　ご本人、付添の方（1名）とも　大人 500 円／高校生以下 200 円

【所在地】
〒455-0848　名古屋市港区金城ふ頭 3-2-2
TEL：050-3772-3910（JR東海）
http://museum.jr-central.co.jp/

【交通手段】
JR名古屋駅よりあおなみ線		「金城ふ頭駅」下車徒歩約 2分
（名古屋駅～金城ふ頭駅間	片道 24 分）
※当館には駐車場がございません。
近隣の「モノづくり文化交流エリア駐車場」を
ご利用ください。

「愛知の博物館」　No.102

発行日　平成 27年 9月1日
編集・発行　愛知県博物館協会
〒489-0965
瀬戸市南山口町 234 番地
愛知県陶磁美術館内
TEL:0561-84-7474


